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南小
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会
広
報

志、新たに
　立志式では南中２年生が想いを胸に志を立てました



＼南中生が町の未来を考える／

みらい南小国子ども会議
　南小国中学３年生が町のことについて考え、 意見をまとめ、 町執行部や議員にプレゼンする 
みらい南小国子ども会議が 12 月 14 日に開催された。例年 “子ども会議” として生徒から町執行部や
議員への質問形式だったが、「子ども達の新鮮な考え方を取り入れることで、南小国の未来はより良く
なる」「これからの社会をつくる子ども達に未来に向かってしっかり歩んで欲しい」との想いから今年度
より名称と形式を変更し行われた。

　今回は「A マート（ＪＡ）跡地の活用」について、４つの班がそれぞれに考えた案をまとめ、資料をスクリー
ンに映し出しプレゼンしてくれた。各班のプレゼンを要点を絞ってご紹介。

ｅスポーツ会場を！
　町内に子ども達と気軽
に 関 わ れ る 場 所 が 必 要。
誰でも立ち寄られる e ス
ポーツ会場を作っては？ 

　e スポーツとは、ゲー
ム機など電子機器を用い
て行う娯楽・競技で、数
人でできるものから全身
を使うゲームまである。最近は認知症予防
にも活用されており、e スポーツ人口は野球
人口よりも多い。

　広い世代での交流、高齢者の健康増進にも
繋がる。町内温泉に入浴した方への割引制度
を設けると観光客の滞在時間延長にもなる。

〈プレゼンテーター〉
木村さん・梅田さん 
宮﨑（心）さん・井さん

屋根付き公園を！
　人口減少の対策として、
より子育てしやすい環境
充実が必要。 
　そのために屋根付きの
公園を作り、小さな子ど
もが日差しや雨天関係な
く、思い切って遊べる公
園を整備してはどうか？ 

　屋根に小国杉を使うことで南小国ならで
はの公園になる。ベンチも設置し、散歩等
で来られたご年配の方や保護者・子どもと
の交流もできる。 
　子育てしやすい環境を整えることで、居
住満足度も上がり、移住者増加も見込める。

〈プレゼンテーター〉
鞭馬さん・井野さん 
平野（青）さん・大塚さん
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〈岩切教育長より〉
　南中生は、１年生で民泊農業体験、２年生でまちインターン、３年生で
みらい南小国子ども会議を経験する。自分達の意見をまとめ、探究的な学
習として進めている。今回の４つのプレゼンはどれも該当する素晴らしい
提案だった。町民の幸せのために、町の発展のために、今日もらった提案
を参考にし、ＪＡ跡地の利活用に向けてしっかり考えていく。
　３年生には将来の南小国の担い手として、まちづくりについて課題意識
や興味を持って欲しい。これから受験もあるので、健康に留意して日々を
過ごしてもらいたい。執行部も町議会もしっかり皆さんを応援する。

新しい保育園を！
　南小国に住む方々が笑
顔で過ごせる町にすべく、
そのために保育と福祉を
充実させることが不可欠。
　市原保育園と中原保育
園を合併し、高齢者と子
ども達が交流できる広い
スペース付きの保育園新
設を！

　合併新設することにより、保育士不足・施
設老朽化の解消、子育て支援センター併設、
高齢者と子ども達との交流も叶う。
　世代を超えた交流があることで、高齢者
は健康増進、子ども達は思いやりの心を育
むことが期待できる。

〈プレゼンテーター〉
平野（新）さん・二子石
さん・長谷部さん・
佐藤さん

条件付きで土地売却！
　人口減少を脱するべく、
子育て世代の移住者確保
を。移住者が住める場所
の確保策として「移住者
優先アパート」と「談話室」
を建設することを条件に、
土地の売却と住宅建設の
補助金増額をしてはどう
か。

　アパートを町営にすると建設費も維持管理
も負担が莫大になるので、民間に建ててもら
えるように建設費の補助額増を。町内は共働
き家庭が多いので、子ども達が学校帰りに勉
強や読書ができる談話室は必須。談話室で交
流ができれば和んだ暖かい町になる。

〈プレゼンテーター〉
北里さん・毛利さん・
宇都宮さん・河津さん・
椎名さん・宮﨑（真）さん
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令
和
４
年
11
月

第
３
回
臨
時
会　

●
専
決
処
分
の
報
告

◆
一
般
会
計
補
正
（
第
５
号
）

主
な
審
議

○
価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金

▼
佐
藤
議
員　

非
課
税
世
帯
の

内
訳
は
。

▽
福
祉
課
長　

前
回
の
分
で
は

世
帯
主
65
歳
以
上
が
３
９
５
世

帯
、
65
歳
未
満
が
１
３
８
世
帯
。

こ
の
中
に
母
子
世
帯
・
外
国
人
・

ひ
と
り
世
帯
等
が
含
ま
れ
る
。

●
補
正
予
算

◆
一
般
会
計
補
正
（
第
６
号
）

主
な
審
議

○
町
民
向
け
商
品
券
発
行
事
業

▼
森
永
議
員　

再
度
発
行
の
く

ら
し
応
援
券
、
２
万
円
に
し
た

理
由
は
。

▽
町
長　

経
済
状
況
が
非
常
に

不
安
定
で
、
先
行
き
も
不
透

明
。
冬
場
の
燃
料
代
・
電
気
代

等
の
経
費
増
を
考
慮
し
た
。

▼
森
永
議
員　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
化
等
、
施
策
誘
導
に
つ
な
げ

て
は
。

▽
町
長　

高
齢
者
等
へ
配
慮

し
、
紙
と
の
併
用
を
考
え
な
が

ら
、
関
係
団
体
と
協
議
し
て
い

き
た
い
。

▼
佐
藤
議
員　

過
去
の
く
ら
し

応
援
券
の
検
証
結
果
は
。
ま
た

使
用
期
限
は
。

▽
町
長　

福
祉
的
・
家
庭
支
援

的
な
意
味
合
い
が
大
き
く
、
特

定
業
者
の
割
合
が
高
い
と
い
う

特
徴
が
あ
る
。
今
年
度
Ｊ
Ａ
が

入
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
多
く
の

利
用
が
あ
っ
た
。
他
の
事
業
者

に
も
広
が
っ
て
い
く
よ
う
な
仕

組
み
づ
く
り
は
必
要
。

▽
ま
ち
づ
く
り
課
長　

現
在
実

施
中
の
く
ら
し
応
援
券
と
同
様

に
１
月
末
ま
で
が
使
用
期
限
。

▼
佐
藤
議
員　

２
、
３
月
ま
で

の
期
間
延
長
は
考
え
ら
れ
な

か
っ
た
の
か
。
ま
た
５
０
０
円

券
で
の
発
行
は
検
討
さ
れ
た
の

か
。

▽
総
務
課
長　

国
の
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
を
充
当
す
る
た
め

に
は
手
続
き
上
、
使
用
期
限
を

１
月
31
日
と
す
る
必
要
が
あ

る
。

▽
ま
ち
づ
く
り
課
長　

事
業
者

と
利
用
者
共
に
賛
否
が
あ
っ

た
。
使
用
期
限
も
あ
り
、
な
る

べ
く
早
く
届
く
よ
う
１
０
０
０

円
券
の
み
の
発
行
と
し
た
。
ご

提
案
は
今
後
の
参
考
と
し
た

い
。

○
市
原
小
学
校
体
育
館
改
修

▼
井
野
議
員　

雨
漏
り
が
激
し

い
と
思
う
が
、
今
後
の
改
修
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

▽
教
育
委
員
会
事
務
局
長　

今

回
の
補
正
で
測
量
設
計
委
託
料

を
計
上
。
工
事
着
工
は
令
和
５

年
度
に
な
る
。
危
険
を
伴
う
工

事
は
夏
休
み
の
長
期
休
暇
中
に

行
う
な
ど
配
慮
し
た
い
。

　

令
和
４
年
11
月

第
４
回
臨
時
会　

●
補
正
予
算

◆
一
般
会
計
補
正（
第
７
号
）

主
な
審
議

○
斧
隠
牧
野
組
合
部
分
林
地
元

交
付
金

▼
穴
井
千
秋
議
員　

立
米
数
等

は
。

▽
総
務
課
長　

具
体
的
な
数
字

は
出
て
な
い
。
間
伐
面
積
は
４

筆
の
１
万
２
４
６
１
㎡
、
全
伐

面
積
が
３
筆
の
12
万
１
８
４
４

㎡
。
見
込
収
入
が
５
５
０
万

円
で
地
元
交
付
金
が
８
割
の

４
４
０
万
円
を
計
上
。

●
条
例
改
正

◆
一
般
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

原
案
可
決

　

令
和
４
年
12
月

第
４
回
定
例
会　

●
補
正
予
算

◆
一
般
会
計
補
正（
第
８
号
）

主
な
審
議

○
出
産
・
子
育
て
応
援
給
付
金

▼
森
永
議
員　

産
科
が
阿
蘇
郡

市
内
か
ら
な
く
な
り
、
妊
婦
の

経
済
的
負
担
も
増
え
て
い
る
。

子
ど
も
医
療
費
無
償
化
の
対
象

を
赤
ち
ゃ
ん
ま
で
広
げ
、
妊
婦

健
診
の
自
己
負
担
分
を
軽
減
で

き
な
い
か
。

▽
町
民
課
長　

国
の
具
体
的
な

方
針
が
決
ま
っ
て
い
な
い
。
決

ま
り
次
第
、
事
業
内
容
の
組
立

て
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

▽
町
長　

産
科
が
近
く
に
な
く

非
常
に
厳
し
い
状
況
だ
と
認
識

し
て
い
る
。
国
の
動
向
を
見
な

が
ら
協
議
し
た
い
。

▼
井
野
議
員　

給
付
対
象
は
。

▽
町
民
課
長　

令
和
４
年
４
月

以
降
に
出
産
さ
れ
た
方
が
対

象
。
30
人
分
、
３
百
万
円
を
今

回
予
算
計
上
。

○
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付

金▼
佐
藤
議
員　

寄
付
金
の
内
容

は
。
今
後
の
取
組
は
。

▽
総
務
課
長　

10
万
円
ず
つ
、

２
業
者
か
ら
い
た
だ
い
た
。
地

域
再
生
計
画
で
う
た
っ
て
い
る

事
業
に
使
っ
て
い
く
。

肥
後
銀
行
と
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
契
約
を
結
ん
で
い
る
。
肥
後

銀
行
の
大
都
市
支
店
等
を
利
用

し
て
企
業
の
募
集
を
行
っ
て
い

く
。

▽
町
長　

企
業
版
に
関
し
て
は

町
の
事
業
に
対
す
る
共
感
と

い
っ
た
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
で

は
な
い
か
。
コ
ロ
ナ
禍
で
、
外

へ
出
向
く
こ
と
が
な
か
な
か
で

き
な
か
っ
た
。
企
業
と
の
関
係

性
と
い
っ
た
も
の
を
色
々
と
掘

主な補正予算 （万円）
一般会計（第５号） 承　　認
価格高騰緊急支援給付金 2665
工事請負費（町道改良工事） △ 1700
公有財産購入費（町道改良用地代） △ 250
工事請負費（応急災害復旧工事） 2000
一般会計（第６号） 原案可決
町民向け商品券発行事業補助金 7961
測量設計委託料（市原小体育館） 560
一般会計（第７号） 原案可決
部分林地元交付金 440

改修（雨漏り対策）予定の市原小体育館
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り
起
こ
し
て
い
き
た
い
。

○
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー

▼
井
上
議
員　

将
来
的
に
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
、
解

体
す
る
の
か
。

▽
町
長　

解
体
の
方
向
で
考
え

て
い
る
。

▼
井
上
議
員　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
オ
フ
ィ
ス
的
な
再
利
用
が
で

き
な
い
か
。

▽
総
務
課
長　

昨
年
、
耐
震
診

断
の
再
調
査
を
行
い
、
亀
裂
等

も
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
建
築

か
ら
43
年
が
経
過
し
て
お
り
、

改
修
し
て
も
、
耐
震
性
を
有
す

る
こ
と
は
難
し
い
。

▽
町
長　

耐
震
化
に
は
多
額
の

費
用
が
か
か
る
。
Ｊ
Ａ
跡
地
の

再
開
発
を
踏
ま
え
、
駐
車
場
に

す
る
こ
と
が
、
利
便
性
と
し
て

良
い
の
で
は
と
考
え
る
。

○
時
間
外
勤
務
手
当

▼
穴
井
千
秋
議
員　

教
育
委
員

会
事
務
局
費
の
百
万
円
計
上
の

理
由
は
。

▽
教
育
委
員
会
事
務
局
長　

人

事
異
動
等
に
よ
る
も
の
や
コ
ロ

ナ
の
影
響
が
多
少
落
ち
着
い
て

き
た
こ
と
も
あ
り
、
イ
ベ
ン
ト

等
の
開
催
が
増
え
て
お
り
、
そ

れ
に
対
応
す
る
た
め
。

▼
井
野
議
員　

職
員
も
増
え
て

時
間
外
も
増
え
て
い
る
。
一
部

の
職
員
に
し
わ
寄
せ
、
負
担
が

偏
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

▽
教
育
委
員
会
事
務
局
長　

学

校
教
育
係
の
方
が
来
年
度
の
学

級
編
成
作
業
等
で
多
忙
と
な
っ

て
い
る
。
職
員
の
病
気
療
養
、

４
月
新
規
採
用
職
員
や
９
月
異

動
職
員
と
不
慣
れ
な
部
分
が
あ

る
。
業
務
分
担
等
を
改
め
て
見

直
し
対
応
し
て
い
き
た
い
。

▼
井
野
議
員　

教
育
委
員
会
事

務
局
を
は
じ
め
他
の
課
も
遅
く

ま
で
業
務
を
さ
れ
て
い
る
。
職

員
の
過
度
の
負
担
に
な
ら
な
い

よ
う
に
、
体
調
面
の
考
慮
を
課

局
長
に
お
願
い
し
た
い
。

○
波
居
原
体
育
館

▼
井
野
議
員　

光
熱
水
費
の
上

昇
と
い
う
こ
と
だ
が
、
ト
イ
レ

や
入
口
の
照
明
の
消
し
忘
れ
な

ど
が
見
受
け
ら
れ
る
が
。

▽
教
育
委
員
会
事
務
局
長　

貸

出
し
の
際
に
注
意
喚
起
を
行
っ

て
い
く
。

○
会
計
年
度
任
用
職
員
の
増
員

▼
佐
藤
議
員　

こ
の
時
期
に
増

や
す
目
的
、
仕
事
の
内
容
は
。

▽
福
祉
課
長　

来
年
度
か
ら
新

規
に
採
用
す
る
社
会
福
祉
士
を

早
く
仕
事
に
慣
れ
て
も
ら
う
た

め
、
１
月
か
ら
包
括
セ
ン
タ
ー

で
採
用
し
た
い
。

○
鳥
獣
被
害
防
止
対
策

▼
井
上
議
員　

猟
銃
の
規
制
は

わ
か
る
が
、
な
ぜ
箱
わ
な
を
自

分
の
土
地
に
自
由
に
か
け
ら
れ

な
い
の
か
。

▽
穴
井
則
之
議
員　

町
猟
友
会

長
の
立
場
と
し
て
、
狩
猟
法
に

よ
り
現
在
主
流
と
な
っ
て
い
る

箱
わ
な
（
上
部
に
蓋
の
あ
る
も

の
）
は
免
許
が
必
要
と
な
っ
て

い
る
。
蓋
の
な
い
も
の
は
自
分

の
敷
地
内
で
あ
れ
ば
無
免
許
で

も
か
け
ら
れ
る
。

▼
井
上
議
員　

鳥
獣
被
害
を
食

い
止
め
る
方
法
と
し
て
、
自
分

の
土
地
を
守
る
た
め
に
も
っ
と

自
由
に
で
き
な
い
の
か
。

▽
農
林
課
長　

法
令
に
違
反
す

る
こ
と
を
町
が
推
奨
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
町
と
し
て
は
免

許
の
取
得
・
箱
わ
な
の
購
入
・

電
柵
の
設
置
等
の
補
助
を
行
っ

て
お
り
、
改
め
て
周
知
し
て
い

き
た
い
。

○
コ
ン
ビ
ニ
収
納

▼
佐
藤
議
員　

今
回
の
手
数
料

計
上
の
理
由
と
現
在
の
状
況

は
。

▽
税
務
課
長　

テ
ス
ト
用
の
費

用
と
な
る
。
期
間
は
２
、
３
月

を
予
定
し
て
お
り
、
４
月
運
用

開
始
に
向
け
て
万
全
を
期
し
た

い
。

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
（
第
２
号
）

他
２
特
別
会
計
補
正 原

案
可
決

●
条
例
改
正
等

◆
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条

例
の
改
正 

他
８
議
案原

案
可
決

●
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

◆
町
道
瓜
上
矢
田
原
線
（
社
交

金
）
道
路
改
良
工
事

契
約
金
額
（
増
額
）
１
７
９
万
円

契
約
の
相
手
方　

㈲
井
上
建
設

原
案
可
決

◆
普
通
河
川
小
田
川
⑨
災
害
復

旧
工
事

契
約
金
額
（
増
額
）　
　

22
万
円

契
約
の
相
手
方　

㈲
合
原
技
建

原
案
可
決

　

令
和
５
年
１
月

第
１
回
臨
時
会　

●
委
員
長
報
告

◆
野
菜
生
産
費
高
騰
に
対
す
る

追
加
補
助
に
関
す
る
請
願

採
　
　
択

主な補正予算 （万円）
一般会計（第８号） 原案可決
出産・子育て応援給付金 300
特別会計繰出金（３会計） 576
道路維持工事 500
持井手頭首工改修補助金 300
町営住宅修繕料 250
現年度農業用施設災害復旧工事 390
過年度公共土木施設災害復旧工事 2450
過年度公共土木施設災害復旧工事（町単） 250

解体の方向の管理センター

免許が必要な箱わな
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【
議
員
】
大
観
峰
ト
ン
ネ
ル
に

関
し
て
は
二
度
目
の
質
問
。
期

成
会
、
協
議
会
の
設
置
に
向
け

て
の
動
き
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

【
町
長
】
地
域
振
興
局
土
木
部

や
県
庁
道
路
整
備
課
と
の
協
議

を
行
っ
て
い
る
。
２
１
２
号
改

修
期
成
会
で
の
協
議
も
行
う
予

定
。
日
田
阿
蘇
道
路
は
本
町
に

と
っ
て
産
業
活
性
化
や
防
災
機

能
等
に
お
い
て
重
要
な
道
路
。

協
議
を
進
め
る
。

【
議
員
】
必
要
性
を
感
じ
て
い

る
小
国
郷
内
に
お
い
て
協
議
会

等
の
組
織
を
立
ち
上
げ
て
、
建

設
に
向
け
て
の
動
き
を
始
動
す

る
時
期
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
ど
う
い
う
形
で
進
め

て
い
く
の
が
一
番
い
い
の
か
も

含
め
、
関
係
機
関
と
協
議
を
続

け
な
が
ら
、
今
後
の
方
向
性
を

見
い
出
し
て
い
く
。

【
議
員
】
給
食
費
の
完
全
無
償

化
へ
の
考
え
は
な
い
の
か
。

【
町
長
】
給
食
費
の
半
額
補
助

を
実
施
中
。
ほ
か
に
も
家
庭
の

負
担
軽
減
策
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
協
議
し
て
い
く
。

【
議
員
】
栄
養
教
諭
を
町
で
採

用
し
、
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
の
常

勤
職
員
を
配
置
し
て
、
維
持
継

続
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

【
町
長
】
教
育
委
員
会
の
担
当

職
員
と
の
連
携
を
密
に
し
て
維

持
し
て
い
く
。

【
教
育
長
】
担
当
職
員
だ
け
で

な
く
、
教
育
委
員
会
と
し
て
、

調
理
員
さ
ん
や
栄
養
教
諭
と
連

携
協
力
し
て
維
持
し
て
い
く
。

【
議
員
】
町
内
産
食
材
の
使
用

を
増
や
す
取
り
組
み
と
、
中
学

生
の
通
年
で
の
農
業
体
験
実
施

を
要
望
・
提
案
す
る
。

【
町
長
】
予
算
も
伴
う
の
で
、

関
係
各
所
と
協
議
し
て
い
く
。

授
業
時
間
数
等
も
あ
る
が
、
検

討
し
て
い
き
た
い
。

【
議
員
】
こ
れ
か
ら
も
今
以
上

に
、
町
内
産
食
材
を
学
校
給
食

で
使
用
し
、
子
ど
も
た
ち
の
体

験
を
通
し
て
、
給
食
を
学
ぶ
場

に
繋
げ
、
特
色
あ
る
学
校
給
食

を
維
持
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

佐藤　毅　議員

Ｑ大観峰トンネル、実現に向けての
動きは？

Ａ 
関係機関と協議を続けている

Ｑ 
学校給食の今後の取り組みは？

Ａ特色ある学校給食運営の維持に
努める

【
議
員
】
こ
こ
数
年
、
10
億
近

い
寄
附
金
が
あ
る
が
、
ど
の

よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
。

【
町
長
】
庁
舎
別
館
工
事
、
小

中
学
校
タ
ブ
レ
ッ
ト
購
入
、
夢

チ
ャ
レ
ン
ジ
補
助
金
、
小
中
学

校
給
食
費
補
助
な
ど
幅
広
く
使

用
し
て
い
る
。

【
議
員
】
福
祉
関
係
の
使
途
が

な
い
よ
う
に
思
え
る
が
、
何
か

特
筆
す
べ
き
用
途
が
あ
る
か
。

【
総
務
課
長
】
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
事
業
補
助
金
、
児
童
福

祉
施
設
費
、
保
育
園
の
保
育
材

料
費
な
ど
に
使
用
し
て
い
る
。

【
議
員
】
今
後
、
寄
附
額
が
減

少
し
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
他
の
自
治
体
を
参
考

に
し
な
が
ら
、
金
額
だ
け
を
追

い
す
ぎ
る
の
で
は
な
く
、
南
小

国
町
ら
し
い
や
り
方
、
仕
組
み

を
作
り
上
げ
て
い
く
。

【
議
員
】
使
途
に
つ
い
て
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
紹
介
し
て

い
っ
て
ほ
し
い
。

下城孔志郎　議員

Ｑ 
ふるさと納税の使途は？

Ａ基金として積み立て、各事業に
充当している

令和２年度　ふるさと納税について
摘　　要 金  額（円）

総収入 990,564,085
原価・発送等 358,326,851
ポータルサイトへの支払い 92,243,065
㈱ＳＭＯ南小国経費 64,523,407
基金充当額 475,471,318

（内利息 556）
（基金総額） 477,142,318

使い道
令和２年水稲被害見舞金 52,846,000
農業用施設災害応急措置事業補助金 5,000,000

令和３年度　ふるさと納税について
摘　　要 金  額（円）

総収入 973,912,202
原価・発送等 342,901,048
ポータルサイトへの支払い 92,661,511
㈱ＳＭＯ南小国経費 89,947,430
基金充当額 448,408,946

（内利息 6,733）
（基金総額） 620,056,264

使い道
庁舎別館建設工事 137,380,882
きのこセンター修繕一式 15,385,414
民間賃貸住宅確保プロジェクト補助金 12,000,000
観光振興プレミアム商品券発行事業補助金 9,444,549
人材還流促進及びデータバンク構築・利活用業務委託料 7,000,000
農業担い手育成補助金 5,751,000
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【
議
員
】
豊
か
な
草
原
・
森
林

を
守
り
、伝
承
す
る
た
め
に
は
、

集
い
学
ぶ
活
動
拠
点
づ
く
り
が

必
要
だ
が
、
ど
の
様
に
取
り
組

む
の
か
を
伺
う
。

【
町
長
】
先
人
た
ち
が
営
み
の

中
で
残
し
た
伝
統
を
、
継
承
す

る
こ
と
は
私
た
ち
の
義
務
。
阿

蘇
草
原
再
生
機
構
や
阿
蘇
グ

リ
ー
ン
ス
ト
ッ
ク
等
と
連
携
し

草
原
の
維
持
・
再
生
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
本
町
に
は
、
活
動

拠
点
と
し
て
は
不
足
し
て
い
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
南
小
国
町

木
材
拠
点
施
設
（
通
称
フ
ァ
ブ

ラ
ボ
）
が
あ
る
。

【
議
員
】
刈
払
機
・
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
・
野
焼
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

等
の
講
習
会
場
や
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
等
、
産

業
面
・
観
光
面
・
自
然
学
習
セ

ン
タ
ー
を
含
め
た
、
総
合
活
動

拠
点
を
マ
ゼ
ノ
地
区
に
つ
く
れ

な
い
か
。

【
町
長
】
草
原
・
原
野
を
活
用

し
た
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
と
い
う

も
の
は
必
要
と
思
う
。
講
習
会

場
等
と
の
総
合
的
な
も
の
が
い

い
の
か
、
中
山
間
直
接
支
払
制

度
へ
の
影
響
な
ど
、
色
々
な
面

か
ら
意
見
交
換
し
な
が
ら
議
論

を
深
め
て
い
き
た
い
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
マ
ゼ
ノ

一
帯
は
、
重
要
文
化
的
景
観
地

区
に
な
る
。
環
境
に
配
慮
し
つ

つ
、
森
林
・
草
原
維
持
、
再
生

に
寄
与
す
れ
ば
、
考
慮
し
検
討

す
る
。

井上　則臣　議員

Ｑ 
草原・森林の拠点づくりを！

Ａ 
関係機関と協議を深めていく

南小国町木材拠点施設（ファブラボ）

押戸石から見た草原・原野の風景

【
議
員
】
き
よ
ら
カ
ァ
サ
は
物

産
館
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
子

ど
も
達
の
給
食
と
町
内
農
産
品

を
繋
げ
た
り
、
移
動
販
売
車
で

買
い
物
サ
ポ
ー
ト
を
し
た
り

と
、
町
民
の
暮
ら
し
を
支
え
て

い
る
。
こ
の
場
を
将
来
に
渡
り

存
続
す
る
た
め
に
も
、
道
の
駅

に
す
る
の
も
一
つ
で
は
。

【
町
長
】
過
去
に
も
同
様
の
検

討
を
し
た
が
、
道
の
駅
の
登
録

要
件
を
全
て
ク
リ
ア
す
る
の
は

厳
し
い
。
関
係
者
と
連
携
し
、

今
ま
で
以
上
に
利
用
し
て
も
ら

え
る
よ
う
努
め
る
。

【
議
員
】
カ
ァ
サ
の
土
地
賃
借

料
は
年
間
２
２
０
万
円
。
こ
れ

か
ら
も
賃
借
な
の
か
、
購
入

な
の
か
、
今
後
の
方
向
性
は
。

【
農
林
課
長
】
土
地
所
有
者
は

３
名
。
現
状
、
譲
っ
て
い
た
だ

け
る
と
の
明
確
な
答
え
は
も
ら

え
て
い
な
い
が
、
引
き
続
き
交

渉
す
る
。
以
前
は
10
年
の
賃
貸

借
契
約
だ
っ
た
が
、
令
和
４
年

度
か
ら
は
５
年
契
約
と
し
た
。

【
議
員
】
令
和
５
年
10
月
か
ら

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
始
ま
る
。

カ
ァ
サ
の
出
荷
者
へ
の
対
応

は
。

【
農
林
課
長
】
今
の
と
こ
ろ
明

確
な
対
応
は
決
ま
っ
て
い
な

い
。
こ
れ
か
ら
も
出
荷
い
た
だ

け
る
よ
う
、
色
ん
な
方
策
を

カ
ァ
サ
と
検
討
し
て
い
く
。

【
議
員
】
多
様
な
生
き
方
を
尊

重
し
、
個
々
人
が
そ
の
人
ら
し

く
生
き
、
活
躍
で
き
る
社
会
の

実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
な
ど
性
的
少
数
者
の

カ
ッ
プ
ル
に
対
し
て
自
治
体
が

独
自
に
「
結
婚
に
相
当
す
る
関

係
」
と
し
て
認
め
証
明
す
る

【
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
】

を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

【
町
長
】
今
後
導
入
を
考
え
た

い
。
性
の
多
様
性
に
関
す
る
理

解
促
進
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
見

直
し
も
必
要
と
な
る
。
そ
れ
ら

を
踏
ま
え
導
入
時
期
を
決
定
す

る
。

【
町
民
課
長
】
ま
ず
は
次
年
度

で
講
演
会
の
開
催
を
考
え
て
い

る
。
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
職
員
間
で

共
有
し
理
解
を
深
め
て
い
く
。

森永　一美　議員

Ｑきよらカァサの賑わいを継続す
るための取り組みは！

Ａ 
今まで以上に利用促進に努める

Ｑ 
パートナーシップ制度の導入を！

Ａ 
導入を考えたい

7

令和4年12月　定例会：議員一般質問



【
議
員
】
生
活
体
験
施
設
と
し

て
利
用
を
始
め
て
、
３
年
が
経

過
し
た
が
、
思
う
よ
う
な
成
果

が
上
が
っ
て
い
な
い
。
町
営
住

宅
と
し
て
の
利
用
も
考
え
て

は
。

【
町
長
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
も
あ
り
、
思
う
よ
う

な
宣
伝
も
で
き
て
い
な
い
。
関

係
人
口
創
出
の
面
か
ら
も
、
今

し
ば
ら
く
は
現
状
の
ま
ま
で
の

運
営
を
行
っ
て
い
く
。

【
議
員
】
開
始
時
期
が
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
拡
散
と
も
重

な
り
、
大
変
な
部
分
も
あ
っ
た

と
思
う
が
、
今
後
、
利
用
価
値

を
高
め
る
た
め
の
考
え
が
あ
る

の
か
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
ま
ず
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
の
Ｐ
Ｒ
は

も
ち
ろ
ん
、
移
住
定
住
相
談
会

な
ど
で
の
紹
介
や
、
多
く
の

方
々
の
目
に
留
ま
る
よ
う
に
、

取
り
組
ん
で
い
く
。

【
議
員
】
せ
っ
か
く
故
人
か
ら

遺
贈
さ
れ
た
施
設
で
あ
る
の

で
、
積
極
的
な
活
用
を
希
望
す

る
。

【
議
員
】
台
風
14
号
の
際
に
、

竹
や
雑
木
が
倒
れ
通
行
に
支
障

の
で
た
路
線
が
多
々
あ
っ
た
。

日
頃
の
管
理
が
大
事
だ
と
思
う

が
。

【
町
長
】
基
本
的
に
は
、
土
地

所
有
者
に
適
切
に
管
理
を
し
て

も
ら
う
の
が
第
一
で
あ
る
が
、

通
学
路
や
バ
ス
路
線
、
避
難
所

へ
の
道
路
な
ど
は
、
自
治
会
等

の
要
望
も
あ
り
、
優
先
的
に
撤

去
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

【
議
員
】
町
道
と
し
て
、
２
９ 

２
路
線
、
総
延
長
約
３
１
８
㎞

を
か
か
え
て
い
る
。
そ
の
中
に

は
、
３
本
の
ト
ン
ネ
ル
と
１
３ 

７
の
橋
梁
も
あ
る
。
今
後
の
経

費
負
担
増
は
避
け
ら
れ
な
い
と

思
う
が
、ど
う
対
応
し
て
い
く
。

【
建
設
課
長
】
町
道
に
も
、
１

級
・
２
級
・
そ
の
他
の
路
線
に

分
類
さ
れ
る
が
、
重
要
性
や
利

用
状
況
に
応
じ
て
、
見
直
し
が

必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
う
。

執
行
部
だ
け
で
な
く
、
議
会
と

も
一
緒
に
な
っ
て
進
め
方
を
考

え
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
と

思
う
。

【
議
員
】
関
係
人
口
の
創
出
も

一
過
性
の
も
の
で
は
な
く
深
く

関
わ
り
を
持
つ
事
が
大
事
だ
と

思
う
。
そ
の
中
で
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
力
が
役
立
つ
と
思

う
が
。

【
町
長
】
町
と
し
て
は
、
起
業

型
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
、受
け
入
れ
を
行
っ
て
お
り
、

町
内
で
の
起
業
や
事
業
承
継
等

の
推
進
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

【
議
員
】
子
供
た
ち
の
山
村
留

学
と
い
う
の
も
、
一
つ
の
方
法

で
は
な
い
か
。
本
人
だ
け
で
は

な
く
て
、
周
囲
の
家
族
な
ど
多

く
の
人
が
関
わ
る
事
が
で
き
る

の
で
は
。

【
教
育
長
】
地
域
創
生
に
お
い

て
、
人
口
減
少
と
い
う
の
が
一

番
の
課
題
で
あ
り
、
他
の
地
域

か
ら
も
子
供
た
ち
を
呼
び
込
む

姿
勢
は
必
要
で
あ
る
と
思
う
。

他
の
自
治
体
の
情
報
を
収
集
し

な
が
ら
、
町
長
や
教
育
委
員
の

方
々
と
相
談
し
て
い
き
た
い
。

井野　和哉　議員

穴井　則之　議員

Ｑ今後どう活用していく、生活体
験施設？

Ａしばらくは現状のまま活用して
いく

Ｑ 
町の関係人口創出は ?

Ａ㈱ＳＭＯ南小国と連携しながら、
関係人口の創出に努める

Ｑ町道の維持管理、全て町負担で
持続可能か？

Ａ今後認定路線の見直しも必要に
なってくると思う

現在活動中の起業型地域おこし協力隊の皆さん

◆
地
域
お
こ
し
協
力
隊 

活
動
報
告
会

◎
日
時　

令
和
５
年
２
月
21
日
㈫

　
　
　
　

受
付　

午
後
１
時
～

　
　
　
　

開
会　

午
後
１
時
30
分
～

◎
場
所　

き
よ
ら
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
（
役
場
庁
舎
内
）

◎
内
容

　
　

①
協
力
隊
制
度
の
説
明
等

　
　

②
活
動
報
告

　
　
　

●
當
房
こ
ず
枝　

さ
ん

　
　
　

●
シ
ョ
ヴ
ォ
ー  

ナ
タ
リ
ー  

さ
ん

　
　
　

●
寺
世　

風
雅　

さ
ん

　
　
　

●
長
谷
部
湧
也　

さ
ん

　
　
　

●
園
田　

亮　
　

さ
ん

　
　

③
交
流
・
意
見
交
換
会

◎
参
加
費　

無
料

◎
申
込
み　

当
日
参
加
受
付

　
　
　
　
　

事
前
申
し
込
み
は

　
　
　
　
　

必
要
あ
り
ま
せ
ん

◎
問
い
合
わ
せ　

㈱
Ｓ
Ｍ
Ｏ
南
小
国

　

☎
０
８
０（
８
５
７
３
）６
４
７
４

　
　
　
　

時
間　

平
日
９
時
～
17
時

　
　
　
　
　
　
　

休
館
日　

土
日
祝
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令和４年・５年　議会日誌
10
月

29 小中学生プレゼンテーション大会

11
　
　
月

1～2 阿蘇市町村議長会正副議長・事務局長視察研修会　

4 令和４年第３回臨時会

9 第66回町村議会議長全国大会

10 阿蘇郡町村議長会正副議長・事務局長研修会

11 熊本県立小国高等学校創立百周年記念式典

16～17 南小国町議会議員研修会　（写真①）

22 令和４年第４回臨時会

22 全員協議会  

22 議会広報調査対策特別委員会

24 熊本県町村議会広報研修会　（写真②）

12
　
　
月

6 議会運営委員会

13～14 令和４年第４回定例会

14 みらい南小国子ども会議

15 議会広報調査対策特別委員会

19 阿蘇広域議会運営委員会

20 小国公立病院議会

21 総合計画策定推進協議会

23 県町村議長会第４回理事会

26 阿蘇広域議会定例会

26 デザインセンター第５回理事会

１
　
　
月

3 二十歳を祝う会

6 消防団出初式　（写真③）

10 経済建設常任委員会

11 阿蘇市町村議長会総会、議長・事務局長合同会議

12 立志式

20 令和５年第１回臨時会

20 全員協議会

写真②

写真①

写真③

議員視察研修（宮崎方面）　　　　　　　研修報告　広報調査対策特別委員長　森永　一美
　コロナ禍で延期を余儀なくされていた全議員視察を 11月 16 日～ 17日で行いました。

【16 日：宮崎県新富町】
　本町が唯一、包括連携協定を結んでいるのが新富町です。令和２年の豪雨災害時には新
富町役場職員さんを本町に派遣してくださっています。
　視察した「総合交流センター」は、総工費 16 億 8216 万円、年間の維持管理費 3583 万
円、防衛予算も充当されていました。図書館、資料館、カフェ、会議室、調理室、自治会
が無料で使えるコピー室等が揃っており、町民の利用頻度も高いとても充実した施設でし
た。本町でもＪＡ跡地の利活用等、生かせるものがあると感じました。
　また、新富町は温暖な気候を活かした野菜生産や、養鶏・畜産も盛んで、担い手農家の
確保育成にも注力されています。「アグリカレッジ」という就農支援制度があり、就農者の
レベルに合わせて【農大校】→【地域農家】→【トレーニングハウス】→【就農】とステッ
プアップできる仕組みを作られております。平成 29 年からの新規就農者は 19 名に至るそ
うです。

【17 日：宮崎県日南市】
　商店街活性化について「油津商店街」を視察しました。この商店街は全盛期 80 店舗あっ
たものの 28 店舗まで減少。活性化を図ろうと、４年契約のサポートマネージャーを全国
公募し、333 名の応募から１名を採用。現地に住んで活動してもらったそうです。
　いくつかの商店復活の他、IT 企業 13 社の誘致、保育園や子育て支援センターの開園、
広島カープとのタイアップ、学生による活性化プロジェクトの実施など、“商店” という枠
組みを外した取り組みもされていました。
　現在は空き店舗が少なくなり、進出企業間で人材の争奪になってることから企業誘致は
中止。アーケードの老朽化など課題もあるようですが、それでも「昔の商店街に戻るので
なく、今必要とされている姿に変化し対応する」と今も新しいことに挑戦されているのが
印象的でした。

　この２日間で現地を見て学んだことは議員 10 名が本町に持ち帰っております。本町の
まちづくりにしっかり活かして参ります。
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議
長　

平
野　

昭
夫

　

８
年
間
の
議
長
と
し
て
の
想
い
を
振

り
返
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

１
期
目
、
議
長
在
任
の
２
年
目
に
将

来
の
南
小
国
町
を
担
う
子
ど
も
達
と
一

緒
に
議
場
で
「
新
鮮
な
考
え
、
子
ど
も

達
が
議
会
を
ど
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る

の
か
、
ま
た
愛
す
る
南
小
国
町
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
、
未
来
の
子

ど
も
達
に
ど
の
よ
う
に
伝
統
・
文
化
・

観
光
・
農
林
業
を
伝
え
て
い
く
の
か
、

真
剣
に
勉
強
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
な

こ
と
で
は
な
い
か
」
と
始
め
た
子
ど
も

会
議
を
、
今
年
か
ら
『
み
ら
い
南
小
国

子
ど
も
会
議
』
と
名
称
を
変
え
開
催
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
、
国
が
一
番
悩
ん
で
い
る
の
が
少

子
化
の
問
題
で
す
。
全
国
の
地
方
自
治

体
で
は
人
口
増
に
つ
な
が
る
移
住
・
定

住
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
南
小
国
町

の
人
口
を
増
や
す
た
め
に
は
外
か
ら
の

流
入
だ
け
で
は
な
く
、
経
済
を
柱
と
し

て
町
独
自
の
政
治
・
政
策
を
全
国
に
先

駆
け
て
執
行
部
・
議
会
・
そ
の
他
の
組

織
が
結
集
し
て
少
子
化
問
題
に
取
り
組

む
こ
と
が
、
南
小
国
町
の
生
き
残
り
戦

術
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

終
わ
り
に
、
森
永
議
会
広
報
調
査
対

策
特
別
委
員
長
を
は
じ
め
委
員
の
皆
さ

ま
の
議
会
広
報
紙
に
取
り
組
む
努
力
に

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
、
想
い
と
い
た

し
ま
す
。

副
議
長　

穴
井　

則
之

　

４
年
前
、
３
期
目
の
議
員
活
動
が
始

ま
る
事
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
南
小

国
町
議
会
で
初
め
て
の
女
性
議
員
が
誕

生
し
ま
し
た
。
議
会
会
期
中
に
出
産
と

い
う
喜
ば
し
い
出
来
事
も
あ
り
ま
し

た
。
副
町
長
の
案
件
で
は
否
決
と
い
う

結
果
と
な
り
議
場
に
重
苦
し
い
空
気
が

流
れ
ま
し
た
。
令
和
元
年
12
月
に
中
国

武
漢
に
始
ま
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
は
、
瞬
く
間
に
国
内
で
感
染
拡
大
す

る
事
と
な
り
、
議
会
活
動
も
私
生
活
も

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
翻
弄
さ
れ
一
変
す

る
事
と
な
り
ま
し
た
。
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

と
は
い
え
感
染
拡
大
は
い
つ
ま
で
続
く

の
で
し
ょ
う
か
。

　

昨
年
は
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

へ
の
侵
攻
が
始
ま
り
、
世
界
の
経
済
を

揺
る
が
す
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

４
年
間
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻
、
統
一
教
会
の
問
題

な
ど
国
内
外
大
変
な
４
年
間
で
し
た
。

　

そ
の
様
な
中
、
南
小
国
町
議
会
と
し

て
は
議
員
の
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
が
、
個

性
を
生
か
し
な
が
ら
発
言
・
行
動
し
、

ま
と
ま
っ
た
議
会
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

議
会
運
営
委
員
長　

井
上　

則
臣

　

議
会
運
営
委
員
長
と
し
て
、
こ
の
４

年
間
、
町
議
会
の
運
営
を
任
さ
れ
ま
し

た
事
に
、深
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

議
会
運
営
委
員
会
を
効
率
的
か
つ
丁
寧

に
進
め
、
活
発
な
議
論
を
心
掛
け
運
営

し
て
参
り
ま
し
た
が
、
至
ら
な
い
面
も

あ
り
深
く
反
省
し
て
い
ま
す
。

　

議
会
は
町
の
大
事
な
制
度
設
計
の
場

で
あ
り
、
公
正
か
つ
人
道
的
で
町
の
将

来
に
整
合
し
て
い
る
か
を
緊
張
感
を

も
っ
て
真
剣
に
議
論
す
る
場
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
ご
支
援
・
ご
鞭
撻
を
い

た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
に
深
く
感
謝
し

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

町
議
会
、
４
年
間
を
振
り
返
っ
て

子ども会議の様子（Ｒ２年 12 月）

南小国町議会議員

南小国町議会議場（きよらホール）
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定
例
議
会
に
お
い
て
、
南
小
国
町
生

活
体
験
施
設
設
置
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
委
員
会
で
料
金
の
一
部
修
正
を
行
い

採
択
。
そ
の
他
、
新
規
条
例
の
制
定
な

ど
総
務
文
教
常
任
委
員
会
に
関
す
る
事

案
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
全
員
協
議
会
に

て
協
議
を
行
い
議
会
で
審
議
す
る
こ
と

と
な
り
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
の
活
動
の
中

で
、
3
年
に
一
度
民
生
委
員
の
一
斉
改

選
が
あ
り
、
そ
の
都
度
民
生
委
員
推
進

委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
後
任
が
決

ま
る
ま
で
数
回
に
わ
た
り
委
員
会
が
開

か
れ
候
補
者
の
推
薦
・
審
議
等
が
行
わ

れ
ま
す
が
、
令
和
元
年
は
委
員
15
人
中

11
人
が
退
任
、
令
和
４
年
は
15
人
中
10

人
が
退
任
し
後
任
の
人
選
に
苦
慮
し
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。
委
員
の

処
遇
改
善
も
必
要
か
と
考
え
ま
す
。

　

そ
の
他
、
地
域
福
祉
推
進
委
員
会
、

社
会
福
祉
協
議
会
評
議
委
員
会
、
子
ど

も
・
子
育
て
会
議
等
の
各
委
員
会
が
定

期
的
に
開
催
さ
れ
事
業
計
画
に
基
づ
き

協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
11
月
の
委
員
会
研
修
に
お

い
て
は
、岡
山
県
久
米
南
町
で
は
移
住
・

定
住
の
取
り
組
み
、
広
島
県
神
石
高
原

町
に
お
い
て
は
結
婚
・
出
産
・
町
立
病

院
の
運
営
等
に
つ
い
て
研
修
を
行
い
ま

し
た
。
各
自
治
体
に
お
い
て
も
過
疎
化

が
進
む
中
、
様
々
な
取
組
・
支
援
を
行

い
新
規
定
住
者
が
増
え
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。
町
と
し
て
各
種
事
業
を
参

考
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と

感
じ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

り
行
動
制
限
が
２
年
以
上
続
い
て
い
る

中
、
今
後
も
活
力
あ
る
町
づ
く
り
の
た

め
に
活
動
し
て
行
か
な
け
れ
ば
と
考
え

ま
す
。

　

経
済
建
設
常
任
委
員
会
の
４
年
間
の

活
動
報
告
と
し
て
主
な
も
の
を
記
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
及
び
３
年
に
町
有
林
の
視

察
を
行
い
ま
し
た
。
全
体
的
に
見
て
間

伐
が
遅
れ
て
い
る
山
林
が
多
く
見
ら

れ
、
森
林
環
境
税
等
を
活
用
し
整
備
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
11
月
に
は
長
野
県
南
木
曽

町
へ
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
南
木

曽
町
の
農
協
跡
地
に
つ
い
て
は
、
国
指

定
の
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
町

全
体
で
協
議
を
行
っ
た
結
果
、
現
在
は

観
光
協
会
の
拠
点
と
し
て
利
用
し
て
い

る
と
の
事
で
し
た
。
本
町
で
も
Ｊ
Ａ
跡

地
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
て
お
り
、

今
後
ど
う
利
用
さ
れ
る
の
か
見
守
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
に
は
７
月
豪
雨
災
害
に
よ

り
瀬
の
本
・
白
川
・
小
田
地
区
に
大
規

模
な
水
害
が
発
生
し
、
い
ま
だ
復
旧
が

終
わ
っ
て
い
な
い
所
も
あ
り
ま
す
。
こ

の
時
の
被
害
を
見
る
と
流
木
が
原
因
と

思
わ
れ
る
面
も
あ
り
、
今
後
治
山
・
砂

防
の
整
備
を
県
等
に
要
望
を
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

ま
た
令
和
４
年
に
は
立
岩
水
源
か

ら
の
飲
料
水
使
用
停
止
が
６
日
間
続

き
、
委
員
会
で
水
源
地
視
察
を
行
い
ま

し
た
。
地
区
代
表
者
か
ら
原
因
に
つ
い

て
の
話
を
聞
き
、
湧
水
量
の
減
少
が
一

因
で
は
な
い
か
と
の
話
も
あ
り
ま
し
た

が
、
今
後
同
様
の
事
が
な
い
よ
う
町
と

し
て
適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
の
４
年
の
間
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行
や
ウ
ク
ラ

イ
ナ
戦
争
に
よ
る
燃
料
高
騰
な
ど
不
安

を
感
じ
る
事
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
一

日
も
早
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
日
々
が

戻
っ
て
欲
し
い
と
願
う
ば
か
り
で
す
。

総
務
文
教
常
任
委
員
長　

児
玉　

秀
次
郎　

経
済
建
設
常
任
委
員
長　

矢
津
田　

道
夫　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
の
４
年
間

経
済
建
設
常
任
委
員
会
の
４
年
間

神石高原町視察研修の様子

Ｒ２年７月豪雨災害現場視察の様子
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4年間を振り返って



 　

現
在
の
広
報
委
員
メ
ン
バ
ー
で
作
る
議
会
広
報
も
こ

れ
で
最
後
と
な
り
ま
し
た
。

　

委
員
会
結
成
当
初
、
事
務
局
含
め
メ
ン
バ
ー
全
員
が
広

報
誌
作
成
に
携
わ
っ
た
経
験
が
な
く
、
内
３
人
は
初
当
選

の
新
人
議
員
で
し
た
。
強
み
は
素
人
故
の
読
者
目
線
と
、

よ
り
良
い
物
を
作
成
し
よ
う
と
意
欲
が
高
い
こ
と
で
し

た
。

　

議
会
広
報
が
町
民
皆
さ
ま
と
議
会
と
を
〝
繋
ぐ
〟
役
割

と
な
れ
る
よ
う
、
専
門
的
で
一
方
的
な
報
告
だ
け
で
な

く
、
１
つ
で
も
「
手
に
し
て
良
か
っ
た
」
と
感
じ
て
も
ら

え
る
こ
と
を
掲
載
し
よ
う
と
、
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
や
他

所
の
広
報
誌
の
良
い
と
こ
ろ
を
参
考
に
毎
号
少
し
ず
つ
改

良
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
委
員
会
の
度
に
議
論
が
あ
り
、

ぶ
つ
か
る
こ
と
も
ア
イ
デ
ア
も
汗
も
た
く
さ
ん
出
ま
し

た
。
発
行
を
重
ね
る
ご
と
に
改
良
し
た
い
ポ
イ
ン
ト
も
取

材
し
た
い
方
も
特
集
し
た
い
内
容
も
増
え
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
夏
の
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
頂
戴
し
た
ご
意
見
と

と
も
に
、
次
の
広
報
委
員
の
方
に
し
っ
か
り
引
き
継
ぎ
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

約
４
年
間
、
議
会
広
報
を
お
目
通
し
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
に
委
員
会
を
代
表
し
て
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
２
０
２
３
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
輝
か
し

い
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

　

４
年
間
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
委
員
長　

森
永
一
美
）

　
　

発
行
責
任
者

　
　
　

議　

長　
　

平
野　

昭
夫

　
　

広
報
調
査
対
策
特
別
委
員
会

　
　
　

委
員
長　
　

森
永　

一
美

　
　
　

副
委
員
長　

井
上　

則
臣

　
　
　

委　

員　
　

井
野　

和
哉

　
　
　

委　

員　
　

佐
藤　
　

毅

議
会

広
報
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４年間、ありがとうございました！
　保育園や小中学校、お店、事業所、田んぼ、山、ご自宅、式典…町内各所に伺い

取材させていただきました。「〇〇の記事が良かったよ」「次も楽しみにしとるよ」

等と皆さまから頂戴するお声に支えられた４年間でした。取材にご協力いただきま

した皆さま、議会広報をお読みいただいた全ての皆さまに深く感謝いたします。
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